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西宮市監査委員 亀　井　　　健

平成２４年１１月２７日

７項の規定による出資団体監査（公益財団法人　西宮スポーツセンター）、財政援助団体

監査（特定非営利活動法人くぬぎ（ひまわりファクトリー））及び指定管理者監査（特定

非営利活動法人こども環境活動支援協会）を実施したので、同条第９項の規定に従い、公

表します。

公 表 監 第

地方自治法第１９９条第２項及び第４項の規定による定期監査（環境局）並びに同条第

５ 号
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凡       例 

 １ 各表中の符号は、次のとおりです。 

    「0」「0．0」は、0または単位未満のもの。 

    「△」は、減少・低下。 

    「－」は、算出不能・不要。 

 

 ２ 文中及び表中に用いている比率は、原則として小数点以下第２位を四捨五入して

います。このため、合計と内訳の計、差引きが一致しない場合があります。 

 

 ３ 文中に用いている数値で、万円単位で表示しているものは、単位未満を切捨てて

います。このため、合計と内訳の計、差引きが一致しない場合があります。 

 

 ４ 各表中千円単位で表示しているものは、単位未満を切捨てています。このため、

合計と内訳の計、差引きが一致しない場合があります。 
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                 報 告 監 第  １ ４  号 

平成２４年１１月２６日 

 

 

 

西宮市監査委員 亀 井   健     

   同    鈴 木 雅 一     

同    西 田 いさお     

同    花 岡 ゆたか      

 

 

 

出 資 団 体 監 査 結 果 報 告 

（ 公益財団法人 西宮スポーツセンター ） 

 

 

  地方自治法第１９９条第７項の規定により出資団体監査を行った結果は次のとおりですの

で、同条第９項の規定に従い報告します。 
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出資団体監査結果報告書 

 

第１ 監 査 の 対 象 

公益財団法人西宮スポーツセンター(以下「財団」という。)における、主として平成23

年４月１日から24年３月31日までの期間に執行された事務を対象に監査を実施しました。 

なお、報告書の作成にあたっては、事務の執行状況について、財団及び所管部局提出の

直近の数値を用いるように努めました。 

 

第２ 監査の期間及び方法 

平成24年８月１日から事務局監査に入り、同年10月22日には財団及び教育委員会関係者

の出席を求め、監査委員による質問会を実施し、その後、結果報告の審議を行いました。 

 

第３ 監 査 の 結 果 

 次のとおりです。 

 

１ 財 団 の 概 要 

(１) 設立の目的 

  財団は、スポーツの振興に寄与するため昭和45年10月28日に設立され、平成22年度に公

益財団法人への移行申請を兵庫県に行い、23年４月１日から公益財団法人に移行していま

す。 

公益財団法人への移行に伴い新たに定められた定款によると、財団の目的は、市民の生

涯スポーツの振興に関する事業を行うとともに、施設を広く地域住民の利用に供し、もっ

てスポーツの振興と体育の向上に寄与することとしています。この財団の目的を達成する

ため、市民の各世代に応じたスポーツ振興事業、その事業を行うために必要な西宮スポー

ツセンター及び西宮市のスポーツ施設の管理運営事業、またそれに伴う駐車場事業、及び

この法人の目的を達成するために必要な事業を行うとしています。 

(２) 基本財産 

財団の基本財産は6,100万円で、全額市からの出資となっており、すべて国債で運用さ

れています。 
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(３) 組 織 

財団の組織(24年７月末日現在)は、23年度からの公益財団法人移行に伴い法定となった

評議員会の評議員５人、理事会の理事５人及び監事２人並びに財団職員48人により構成さ

れています。なお、評議員のうち１名に教育次長、理事のうち１名に社会教育部長、及び

監事のうち１名に会計管理者が就任しています。 

  財団職員の内訳は、正規職員23人、嘱託職員５人、臨時職員20人で、市からの職員派遣は

受けていません。 

  23年度は、財団の決算や予算及び役員の選任などを審議するため、評議員会が１回、理事

会が４回開催されています。 

 

２ 事業の実施状況 

監査の対象とした平成23年度の財団の経理は、22年度までの会計区分とは異なり、公益目

的事業会計、収益事業等会計、法人会計の３区分で経理されています。 

（１）世代に応じたスポーツ振興事業(公益目的事業) 

 ア 会館事業 

会館事業は、財団が所有する西宮スポーツセンター会館(以下「会館」という。)のマシ

ンジムなどの個人利用、会館スポーツ教室の開講のほか、体育館等管理する各施設を使っ

たスポーツ教室の開講、テニススクールの開講、イベントの開催や、指導者の派遣事業な

どで、財団の自主事業として行っています。 

   23年度における会館事業及び使用料・受講料等の状況は、次のとおりです。 

(単位：円) 

事  業  名 使用料等収入 

会館利用の事業 28,720,100 

  個人利用(ﾏｼﾝｼﾞﾑ、ｺﾞﾙﾌ、卓球等) 12,093,800 

  部屋貸し(ﾌﾟﾚｲﾝｸﾞﾙｰﾑ、ﾌｨｯﾄﾈｽﾙｰﾑ等) 2,138,100 

  会館教室 14,488,200 

管理施設等利用の事業 54,378,550 

  体育館教室 34,532,950 

  水泳教室 256,000 

  テニススクール 17,777,500 

  イベント 1,090,100 

  派遣指導 722,000 

計 83,098,650 
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   指定管理施設等を利用して行われる各種スポーツ教室を開講するときは、市に施設使用

料の減免申請を行い、使用料の全額免除を受けています。 

 イ 指定管理事業 

財団が、指定管理者として市から指定され、施設の管理運営を行っているものは、運動

施設管理事業で２件、有料公園施設等管理事業で４件あります。指定管理料は、公益目的

事業会計の施設管理事業収益として収入されています。 

施設の利用許可等は、運動施設ネットワークシステム｢スポーツネットにしのみや｣で行

われており、利用者からの申込を受付け、利用許可書を交付し、徴収委託を受けて使用料

の収納を行っています。利用者から収納した使用料は、原則として毎日、市に納入すると

ともに、指定管理者基本協定書に則り、毎月７日までに前月分の収入調定の報告を市に行

い、また毎月10日までに、前月分の施設利用の申込状況及び利用状況を報告しています。

申込・利用状況は、それぞれ施設別、利用日別に集計され、報告されています。 

 

23年度における指定管理者としての管理施設及び指定管理料の状況は、次のとおりです。 

                                  (単位：円) 

区 分 管 理 施 設 当初指定管理料 精算戻入額 精算後指定管理料 

中央・中央分館・今津・鳴尾・
甲武・北夙川・塩瀬体育館、
中央運動公園有料公園施設 

226,346,000 1,928,645 224,417,355 
運動施設 

能登運動場、甲子園浜野球場 19,177,000 647,663 18,529,337 

樋之池公園、塩瀬中央公園、
流通東公園 

59,552,000 637,959 58,914,041 

鳴尾浜有料公園施設 34,626,000 602,187 34,023,813 

鳴尾浜臨海公園、津門中央公
園、高座山公園 

44,001,000 540,384 43,460,616 

有料公園施設 

西宮浜総合公園 9,672,000 223,261 9,448,739 

計 393,374,000 4,580,099 388,793,901 

   

ウ 受託事業 

23年度では、財団が市から４事業の受託を受けています。受託料は、公益目的事業会計

の受託料収益として収入されています。 
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   23年度における受託事業及び受託料の状況は、次のとおりです。 

(単位：円) 

事  業  名 当初受託料 精算戻入額 精算後受託料 

塩瀬中央公園多目的広場管理事業 714,000 114,975 599,025 

山口町多目的広場管理事業 5,649,000 108,747 5,540,253 

スポーツ奨励事業 2,604,000 47,138 2,556,862 

運動施設ネットワークシステム管理運営事業 15,729,000 3,486,651 12,242,349 

計 24,696,000 3,757,511 20,938,489 

 

   23年度に受託した事業は、公益法人としての財団の公益目的事業に該当するかどうかが

疑義があるとして、24年度から財団は受託していません。 

（２）各施設利用者の利便提供を図る事業(収益事業) 

収益事業として、スポーツ等施設利用者の利便を図ることを目的として、６か所の駐車

場と飲料水等自動販売機40台の設置管理、及び会館の喫茶スペースの賃貸しを行っていま

す。23年度の駐車場他事業収益57,741,736円は、収益事業等会計の駐車場等使用料収益と

して収入されています。 

   23年度における駐車場別の収容台数、駐車台数の状況は、次のとおりです。 

(単位：台・回) 

施  設  名 収容台数 駐車台数 回転率 

中央運動公園有料駐車場第１駐車場(中屋町) 52 19,305 1.0 

中央運動公園有料駐車場第２駐車場(河原町) 98 113,303 3.2 

樋之池公園有料駐車場 28 17,730 1.8 

塩瀬中央公園有料駐車場 225 53,159 0.7 

甲子園浜野球場有料駐車場 50 9,597 0.5 

鳴尾浜臨海公園有料駐車場 60 17,459 0.8 

計 513 230,553 1.3 

       注 回転率＝年間利用台数÷(収容台数×359日)、ただし河原町駐車場は営業日数358日。 

 

   駐車料金は、財団の有料駐車場実施要綱で定められています。普通自動車では、塩瀬駐

車場を除き、入庫後30分以内の出庫は無料とし、中央運動公園駐車場は駐車時間１時間ま

でごとに100円、その他の駐車場は駐車時間30分までごとに100円とされ、使用時間内の限

度額は1,000円とされています。塩瀬駐車場は、24年４月１日から改定され、当初１時間ま

では無料とし、以後駐車時間１時間までごとに100円とされ、使用時間内の限度額は1,000

円とされています。 
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３ 財 務 状 況 

  平成23年度における財務状況は、次のとおりです。 

（１） 収支計算書の決算額 

(単位：円) 

公益目的事業会計 収益事業等会計 
科   目 総 合 計 

スポーツ振興事業 駐車場他事業 
法人会計 

Ⅰ 収入の部     

   基本財産運用収入 859,833 859,833 0 0 

    基本財産利息収入 859,833 859,833 0 0 

   特定資産運用収入 17,265 17,265 0 0 

    特定資産利息収入 17,265 17,265 0 0 

   事業収入 550,572,776 492,831,040 57,741,736 0 

    会館事業収入 83,098,650 83,098,650 0 0 

    施設管理事業収入 388,793,901 388,793,901 0 0 

    受託料収入 20,938,489 20,938,489 0 0 

    駐車場等使用料収入 57,741,736 0 57,741,736 0 

   補助金等収入 13,013,990 0 0 13,013,990 

    運営補助金収入 13,013,990 0 0 13,013,990 

   雑収入 153,680 153,680 0 0 

    他会計からの繰入金収入 28,768,270 21,110,616 0 7,657,654 

    収益事業等会計からの繰入金収入 28,768,270 21,110,616 0 7,657,654 

   特定資産取崩収入 1,293,690 112,650 0 1,181,040 

    退職給付引当資産取崩収入 1,293,690 112,650 0 1,181,040 

     当期収入合計 594,679,504 515,085,084 57,741,736 21,852,684 

     前期繰越収支差額 15,000,000 7,000,000 0 8,000,000 

     収 入 合 計 609,679,504 522,085,084 57,741,736 29,852,684 

     

Ⅱ 支出の部     

   事業費支出 539,292,884 512,856,695 26,436,189 0 

   管理費支出 13,844,270 0  13,844,270 

   他会計への繰入金支出 28,768,270 0 28,768,270 0 

    公益目的事業会計への繰入金支出 21,110,616 0 21,110,616 0 

    法人会計への繰入金支出 7,657,654 0 7,657,654 0 

   特定資産取得支出 10,273,340 2,228,389 36,537 8,008,414 

    退職給付引当資産取得支出 10,273,340 2,228,389 36,537 8,008,414 

   法人税等支出 2,339,000 0 2,339,000 0 

    法人税等支出 2,339,000 0 2,339,000 0 

     当期支出合計 594,517,764 515,085,084 57,579,996 21,852,684 

     当期収支差額 161,740 0 161,740 0 

     次期繰越収支差額 15,161,740 7,000,000 161,740 8,000,000 

 

   収益事業等会計から、公益目的事業会計に21,110,616円、法人会計に7,657,654円を繰出

し、公益目的事業会計と法人会計の当期収支差額は収支同額の０円で、収益事業等会計の

収支差額161,740円が財団の当期収支差額となっています。 
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（２）正味財産増減計算書 

                                    （単位：円） 

公益目的事業会計 収益事業等会計 
科   目 合  計 

スポーツ振興事業 駐車場他事業 
法人会計 

Ⅰ 一般正味財産増減の部     

 １ 経常増減の部     

 (1) 経常収益     

    基本財産運用益 859,833 859,833 0 0 

     基本財産受取利息 859,833 859,833 0 0 

    特定資産運用益 17,265 17,265 0 0 

     特定資産受取利息 17,265 17,265 0 0 

    事業収益 550,572,776 492,831,040 57,741,736 0 

     会館事業収益 83,098,650 83,098,650 0 0 

     施設管理事業収益 388,793,901 388,793,901 0 0 

     受託料収益 20,938,489 20,938,489 0 0 

     駐車場等使用料収益 57,741,736 0 57,741,736 0 

    受取補助金等 13,013,990 0 0 13,013,990 

     運営補助金 13,013,990 0 0 13,013,990 

    雑収益 153,680 153,680 0 0 

     雑収益 153,680 153,680 0 0 

      経常収益計 564,617,544 493,861,818 57,741,736 13,013,990 

 (2) 経常費用     

    事業費 545,474,906 518,840,440 26,634,466 0 

    管理費 13,006,246 0 0 13,006,246 

      経常費用計 558,481,152 518,840,440 26,634,466 13,006,246 

   当期経常増減額 6,136,392 △24,978,622 31,107,270 7,744 

     

 ２ 経常外増減の部     

 (1) 経常外収益     

     経常外収益計 0 0 0 0 

 (2) 経常外費用     

    除却損失 1,768,875 1,768,875 0 0 

     建物除却損 1,768,875 1,768,875 0 0 

      経常外費用計 1,768,875 1,768,875 0 0 

       当期経常外増減額 △1,768,875 △1,768,875 0 0 

      他会計振替額 0 21,110,616 △28,768,270 7,657,654 

    税引前当期一般正味財産増減額 4,367,517 △5,636,881 2,339,000 7,665,398 

    法人税等 2,339,000 0 2,339,000 0 

    当期一般正味財産増減額 2,028,517 △5,636,881 0 7,665,398 

    一般正味財産期首残高 66,598,355 81,478,005 2,452,011 △17,331,661 

    一般正味財産期末残高 68,626,872 75,841,124 2,452,011 △9,666,263 

     

Ⅱ 指定正味財産増減の部     

    当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 

    指定正味財産期首残高 61,000,000 61,000,000 0 0 

    指定正味財産期末残高 61,000,000 61,000,000 0 0 

     

Ⅲ 正味財産期末残高 129,626,872 136,841,124 2,452,011 △9,666,263 
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（３）貸借対照表 

                                    (単位：円) 

科   目 合  計 公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 

Ⅰ 資産の部     

 １ 流動資産     
   現金預金 62,307,406 48,131,855 3,962,959 10,212,592 

   未収入金 1,029,659 56,200 973,459 0 
   前払金 2,751,258 2,615,031 91,144 45,083 

   流動資産合計 66,088,323 50,803,086 5,027,562 10,257,675 

 ２ 固定資産     
  (1) 基本財産     

   利付国債 61,000,000 61,000,000 0 0 

   基本財産合計 61,000,000 61,000,000 0 0 

  (2) 特定資産     

   建物 191,310,974 170,312,967 7,635,639 13,362,368 
   建物減価償却累計額 △135,567,276 △120,675,832 △5,415,071 △9,476,373 

   建物付属設備 60,973,147 54,983,022 2,178,227 3,811,898 
建物付属設備減価償却累計額 △58,409,643 △52,611,203 △2,108,524 △3,689,916 
構築物 320,000 0 0 320,000 

   構築物減価償却累計額 △309,759 0 0 △309,759 
器具及び備品 518,000 518,000 0 0 
器具及び備品減価償却累計額 △501,422 △501,422 0 0 

   退職給付引当資産 74,226,981 2,115,739 36,537 72,074,705 
   建設改良等積立金 16,735,292 16,735,292 0 0 

   特定資産合計 149,296,294 70,876,563 2,326,808 76,092,923 

  (3) その他固定資産     
   電話加入権 80,300 80,300 0 0 

   その他固定資産合計 80,300 80,300 0 0 

   固定資産合計 210,376,594 131,956,863 2,326,808 76,092,923 

   資 産 合 計 276,464,917 182,759,949 7,354,370 86,350,598 

     

Ⅱ 負債の部     
 １ 流動負債     
   未払金 44,079,116 36,955,619 4,865,822 2,257,675 

   前受金 701,450 701,450 0 0 
   預り金 6,146,017 6,146,017 0 0 

   流動負債合計 50,926,583 43,803,086 4,865,822 2,257,675 

 ２ 固定負債     
   退職給付引当金 95,911,462 2,115,739 36,537 93,759,186 

   固定負債合計 95,911,462 2,115,739 36,537 93,759,186 

   負 債 合 計 146,838,045 45,918,825 4,902,359 96,016,861 

     
Ⅲ 正味財産の部     
 １ 指定正味財産     

   寄付金 61,000,000 61,000,000 0 0 

   指定正味財産合計 61,000,000 61,000,000 0 0 

   (うち基本財産への充当額) 61,000,000 61,000,000 0 0 
   (うち特定資産への充当額) 0 0 0 0 

 ２ 一般正味財産 68,626,872 75,841,124 2,452,011 △9,666,263 

   (うち基本財産への充当額) 0 0 0 0 
   (うち特定資産への充当額) 75,069,313 68,760,824 2,290,271 4,018,218 

   正 味 財 産 合 計 129,626,872 136,841,124 2,452,011 △9,666,263 

   負債及び正味財産合計 276,464,917 182,759,949 7,354,370 86,350,598 
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  23年度末における資産及び負債・正味財産を22年度末と比較すると、次のとおりです。 

(単位：円・％) 

22年度 23年度 
区  分 

金 額 構成比 金 額 構成比 
増減額 

流動資産 67,347,667 24.5 66,088,323 23.9 △1,259,344 

固定資産 207,481,167 75.5 210,376,594 76.1 2,895,427 
資
産 

資産合計 274,828,834 100.0 276,464,917 100.0 1,636,083 

流動負債 52,347,667 19.0 50,926,583 18.4 △1,421,084 

固定負債 94,882,812 34.5 95,911,462 34.7 1,028,650 

負債合計 147,230,479 53.6 146,838,045 53.1 △392,434 

指定正味財産 61,000,000 22.2 61,000,000 22.1 0 

一般正味財産 66,598,355 24.2 68,626,872 24.8 2,028,517 

正味財産合計 127,598,355 46.4 129,626,872 46.9 2,028,517 

負
債
・
正
味
財
産 

負債・正味財産合計 274,828,834 100.0 276,464,917 100.0 1,636,083 

 

年数経過による建物の減価償却費や将来発生する退職給付の当該年度に係る負担部分など

を費用として計上して財団の財産の増減内容を明らかにする正味財産増減計算書によれば、

経常収益(５億6,461万円)から経常費用(５億5,848万円)を差し引いた当期経常増減額は

613万円となり、経常外収益はなく、浜甲子園運動公園体育館事務室拡張分を市に寄附した

ことによる建物除却損176万円の経常外費用を差引きし、さらに法人税等233万円を差引い

た202万円が、当期正味財産増減額となっています。 

財団の一般正味財産は6,862万円となっており、財団の財政基盤の確立に充分とは言えな

い状況が見られます。 
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４ 委託・修繕業務 

  平成23年度における委託業務及び修繕業務の施行状況は、次のとおりです。 

 (単位：件・円) 

区   分 件数 金  額 業 務 名 

委 託 業 務    

  委 託 費 47 154,078,238 西宮市立中央体育館清掃管理・西宮市立今津体育館等清

掃、西宮市浜甲子園運動公園管理、西宮市鳴尾浜臨海公

園野球場管理、西宮市立北夙川体育館・樋之池公園施設

清掃及び機械設備保守管理、西宮市浜甲子園運動公園野

球場管理、西宮市流通東公園体育館管理、西宮市鳴尾浜

臨海公園施設管理、西宮市立塩瀬中央公園管理、西宮市

西宮浜総合公園管理 他 

修 繕 業 務    

  修 繕 費 4 4,815,300 2階男子浴室脱衣室水漏れに伴う内部改装、西宮スポーツ

センター誘導灯取替え、西宮スポーツセンター3階ボーリ

ング場跡改装、津門中央公園野球場ベンチ修繕 

   注 契約金額が 500,000円以上のもの。 

 

５ 事務処理等の状況 

平成23年度における事務処理について、総勘定元帳、収入・支出伝票、補助金関係書類、

管理施設使用状況等報告書類、事業実施関係書類等を抽出調査し、また委託・修繕業務につ

いて８件の業務を抽出し、契約関係図書一式など関係書類を調査したところ、次のような状

況が見られました。今後、適正な事務処理に努めてください。 

① 駐車場利用料収入として、駐車場回数券の単価と販売冊数を伝票の摘要欄に記載してい

ますが、単価と冊数を掛けた金額と収入金額とが相違しているもの 

② 物品購入の決裁に添付されている業者の請書の日付が、履行期間経過後の日付となって

いるもの 

③ 消耗品費支出の伝票処理で、摘要欄に消耗品とだけ記載され、購入品の明細が伝票から

は判明しない処理となっているもの 

④ 固定資産台帳が、設立当時からの紙台帳でも管理されています。車両及び運搬具で、自

動車の台帳価額が残ったままで、除却処理もれとなっているもの 

⑤  委託業務において、契約保証金を免除していますが契約書に免除規定がないもの、また 

完了届はあるものの検査した形跡がなく、書面にも記録されていないもの 
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⑥  テニスコートの使用許可で、使用許可申請書綴りに、利用者に交付するべき許可書兼領

収書が綴られているもの、また書損となった使用許可書に書損のゴム印が押され綴られ

ていますが、併せて書損となった領収書が綴られていないもの 

 

６ む す び 

  今回の出資団体監査は、主に財務事務を中心に監査を実施しましたが、大きな事務処理の

誤りなどは見受けられませんでした。 

財団は、平成23年度から公益財団法人としての認可を受け、公益目的事業にふさわしい事

業内容に見直しを行いつつ、市からの職員派遣を受けず、自立した運営に向け取組まれてい

ますが、必ずしも財政的に安定しているとは言えない状況です。 

今後とも、コスト意識を持ちつつ、財団の主目的である市民のスポーツの振興が図れるよ

う経営基盤の確立に努めてください。 
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